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一

追
加
亮
算
な
ど
可

一　
　
　
第
三
回
定

ふ
さ
き
に
第
三
回
定
例
町
嚢
が

川
開
会
さ
れ
ま
し
た
の
で
’
そ
の
結

川
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

川
議
宝
第
四
十
三
号
か
ら
議
案

一
第
四
＋
六
号
ま
で
は
・
農
校

川
　
舎
改
築
事
業
費
、
馬
場
海
岸
川
．
議
案
領
四
十
八
戊
り
、

　
防

修
警
蕃
負
担
金
・
二
け

　
林
道
岩
兀
線
鰻
墨
費
等
の

二
　
借
入
時
期
変
班
で
あ
り
ま
す
。

川
議
案
第
四
十
七

け
、
大
根
占
町
税

　
条
例

の

一
部
改
正
に
つ
い
て
・

l
＝
地
方
税
法
三
部
改
正
に
よ

川
　

る
法
律
の
規
定
中
、
昭
和
三
十

一
六
年
度

か

ら
適
用
さ
れ
る
町
税

ご
関
す
る
部
乏
対
応
し
て
・

川
　

町

条
例
の
改
正
を
図
っ
た
も
の

　
で
あ

り
ま
す
・
即
斎
語
の
整

O
　
　
　
　

（

つ

づ

り
保
存

　　　　　　　
決

例
町
議
会

備
、
障
害
者
等
の
非
課
税
の
4
6

囲
を
年
所
得
十
五
万
（
現
行
十

三

万
）
ま
で
引
ヒ
げ
、
将
自
動

巾
祝
の
税
率
改
正
等
で
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
1
二
十
］
ハ

年

度
一
般
会
計
才
入
才
出
追
加

し
ま
し
ょ
う
）

蛤鰻
到
蕊
q

県
単
舗
装
負
担
金
各
中
学
じ
増

築

費
、
薬
剤
購
入
費
、
積
立
余

等
が
お

も
な
追
加
で
あ
り
、
追

　
　
　
　
ら
　
　
な
コ
け
　
　
　
ロ
し
ロ
ノ
ヤ
へ
　
も
　
ト
こ
ト

ハ
加
付
一
三
ピ
」
ー
7
／
X
r
？
　
＝
＿
　
＝
F
　
．
：

額
九
千

二
百
七
十
九
万
余
円
と

な
り
ま
し
た
。

a
般
会
計
r
算
の
み
）

経

済
委
員
長
に
瀬

　
総
務

原
田
・
建
ル
又

◎
任
期
満
了
の
議
員
の
委
貝
会
所

属
の
指
名
に
つ
い
て
⌒
◎
印
は
委

貝
長
）
総
務
委
員
・
n
◎
原
川
速
雄

　
本
釜
清
、
川
辺
盛
康
、
半
下
石

　
三
た
、
岩
下
栄
造
、
中
村
三
勇

　
ヒ
’
桑
原
盛
次
郎
。

建
設
委
目
1
1
◎
大
山
治
吉
、
黒
瀬

　
　
　

戸
氏

言
大
山
氏
は
再
任

　
健
郎
、
川
崎
忠
男
、
落
河
昭
、

　
垣
内
秀
雄
、
長
岡
正
一
、
前
迫

　
文
哉
。

経
済
委
員
‖
◎
瀬
戸
藤
吉
、
諏
訪

　
原

森
助
、
永
川
清
彦
．
宮
園
直

　
矢
、
巳
下
清
武
、
坂
口
不
二
郎

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
¢
ぺ
残
し
た
骨

を
洗
っ
て
乾
か
し
ホ
ー
ロ
ー
か
鉄

な
べ
で
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
い

り
ま
す
。
つ
ぎ
に
、
い
っ
た
骨
を

す

り
ば
ち
で
よ
く
紛
末
に
し
ま
す

　

こ
れ
を
毎
朝
の
み
そ
汁
に
小
さ

じ
で
一
ぽ
い
か
二
は
い
入
れ
て
食

べ
ま
す
。

o
住
み

よ
い
町
、
大
根
占
を

育
て
ま
し
よ

　
第
一
回
婦
人
、
青
年
、

　

語
る
会
開
く

活生食

カ
ル
シ
ゥ
ム
は
、
私
［
た
　
げ
や
煮
十
、
　
コ
ソ
プ
、
野
菜
粕
〔
牛
・

ち

の
骨
や
歯
を
成
長
さ
　
乳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

せ

る
う
え
に
な
く
て
は
　
に
カ
ル
シ
ゥ
ム
の
含
ま
れ
て
い
る

な
ら
な
い
栄
丘
で
す
。
　
飲
品
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

と
く
に
丁
ど
も
に
は
大
　
仏
た
ち
の
倉
川
川
で
は
’
必
要
は

　
　
子
ど
も
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム

切

な
も
の
で
す
。
　
　
　
が
と
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す

　

口
宿
の
食
事
の
中
か
そ
こ
で
，
魚
の
骨
を
利
川
し
た
責

ら
と
れ
る
カ
ル
シ
ゥ
ム
　
ベ
や
す
く
て
雛
富
に
と
れ
る
カ
ル

に

は
、
小
魚
の
か
ら
拐
　
シ
ゥ
ム
の
作
り
方
を
紹
介
し
て
み

　
本
年
を
触
一
回
と
し
て
、
婦
人

会
員
、
い
1
1
勾
団
員
と
学
生
と
の
三

x
で
語
る
会
を
毎
年
開
く
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
そ

の
動

機
は
、
学
生
の
場
合
な

ど
体
暇
に
な
っ
て
帰
省
し
て
も
、

た
だ
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
何
ん
ら
地
域

社
会

に

ま
じ
わ
る
こ
と
な
く
、
ま

た
そ

の

ま
ま
学
校
へ
も
ど
っ
て
行

く
と
い
う
現
状
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ

で
学
生

は
、
伝
統
的
な
町
の

学
生
会
と
い
う
も
の
は
、
毎
年
か

な
り
f
大
に
や
っ
て
お
り
’
そ
の

反

面
、
則
域
の
准
歩
的
団
休
と
見

ら
れ
る
姉
人
会
、
い
1
1
年
団
と
も
交

「
小
児
マ
ヒ
予
防
し

夏
か
ら
拭
に
か
け
て
小
児
マ
ヒ
の

最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に

お
子

様
に
は
希
領
こ
よ
り
ソ
ー
ク

カ
ク
チ
ソ
に
よ
る
．
r
防
接
種
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
小

児
マ
ヒ
生
1
ー
ク
チ
ン
を
使
っ
て
年
・

令
も
拡
げ
全
川
一
せ
い
に
希
望
者

に

対
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
程
等
は
判
明
次
第
部

落
長
さ
ん
に
連
絡
し
ま
す

　　　　　

’

つ学
生
会
員
と

り
、
話
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で

も
地
域
社
会
向
上
の
た
め
に
役
立

て

ば

と
い
う
意
見
が
出
て
、
早
速

今
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
’
三
者

と
話
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
婦
人
会
員
、
占
年
団
員
の
皆

さ
ん
、
学
生
会
員
の
気
持
を
お
く

み

と
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
多
数
出

席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

方
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、

と
き
　
八
月
二
日
　
〔
水
曜
）

　
　
　
　
　

午
後
八
時
か
ら

二
、
と
こ
ろ
　
高
校
講
堂

三
、
会
費
　
　
五
十
円

生

ワ
ク
チ
ン
の
投
与

◎
　
生
ワ
ク
チ
ソ
を
の
む
と
き
の

　
　

注
意

m
発

熟
下
痢
な
ど
の
急
性
の
病
気

　

　
に
か
か
っ
て
い
る
人
や
、
な
お

　
　
っ
て
二
凋
川
た
た
な
い
人
o

ヵ
　
病
後
衷
弱
し
て
い
る
人
。

E　
I
週
問
以
内
に
ほ
か
の
予
防

　
　

接
種
を
受
け
た
人
。

㈲
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
医

　
　

師
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



一
こ
の
運
動
は
・
曇
商
る
く

　
す

る
た
め
に
全
て
の
町
民
が
犯
罪

　
の
防
止
と
犯
川
1
1
占
の
矯
正
刑
余
茜

川

の

山
、
生
保
派
に
つ
い
て
の
理
解
を

パ
深

め
、
進
ん
で
こ
れ
ら
の
活
動
に

　
協
力
す
る
よ
う
、
全
町
民
に
向
っ

　
町政の　　場　　　　　　　　　　　　一　　　　一…　　一一m－一一

　　　　tl　　　映画と話合いの会など
　　　　　づ　交　　区　　　　第11回　社会を明るくする運動

て

強
く
よ
び
か
け
る

こ
と
の
趣
い
1
1
で
あ
り

ま
す
o

一

、
期
川
L
月
一
日

　
　

よ
り
一
ケ
月
問

二
、
映
画
と
話
合
い

　
　

の
会
1
1
程

　
　
七

月
二
十
u

池
田
校
区
、
川
南
公

民
館
。

　
　
七

月
二
十
一
n

宿

利
原
粒
区
、
宿
利

艮
人
、
C
古
ほ
o

万
ク
ユ
負

　
　
　
　
　

七
月
二
十
二
日

　
㎜
神
川
校
　
、
神
川
中
学
校
理
科
室

　
　
　
　
　

七

月
二
十
三
n

　
川
大
根
占
t
区
、
南
大
隅
高
校
講
堂

　
　
　

い

　
れ
も
午
後
二
時
か
ら
。

広
二
、
主
催
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

町
保
池
司
会

　
　
　
　
　
　

町

公
民
館
。

　

亀

近

ず
く
台
風
シ

　
　
　
　
　

〃
厳
重

　

八
月
下
句
に
は
．
川
つ
く

　

W
雨
が
あ
け
た
と
思
う
と
ま

も
な
く
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
近

づ
い
て
き
ま
す
。

　

鹿
児
島
地
力
気
色
、
s
台
の
k
川

予
報
で
は
、
七
月
山
－
に
旭
力
に
よ

っ

て

は
大
．
雨
が
あ
り
’
八
月
下
句

に

は
台

風
が
近
づ
く
で
し
x
う
、

と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
は
、
台
風
の
．
発
生
が
早

v
’
五
月
下
句
、
に
は
t
　
L
v
も
台

風

三
号
と
四
号
が
生
ま
れ
’
す
で

に
台
風

シ

ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
た

と
い
う
感
じ
で
す
。

　
　
台
風
多

発
の
年

’v
h
．
，
l
i
～
°
・
・
”
－
’
－
“
’
”
t
’
’
’
”
－
’
－
－
・
”
’
°
“
－
”
’
”
°
，
三
・
・
、
三
・
～
三
’
－
v
”
…
e
s
．
．
’
・
～
・
・
．

　
　
　
　
　

第
卜
一
回
南
日
本
　
　
県
教
育
痴
貝
会
賞

君

新
聞
葉
催
の
実
書
川
辰
郎

川書教委会賞県

特選に有川さん
道
展

に
お

い
て
’

大
根
占
町
よ
り
次

の
児
竜
生
徒
ヒ
名

が
入
賞

し
ま
し
た

誠

に
喜
び
に
た
え

ま
ん
s
）

　

こ
の
作
品
展
は

鹿
児
島
県
に
お
い

て

は
最
高
の
書
道

匡
あ
り
ま
e

な
備
え
を

　

　
こ
と
し
は
台
風
じ
発
の
年
に
あ

　
た
り
、
そ
れ
と
、
台
風
の
方
向
を

が
、
え
る
則
点
、
つ
ま
り
「
転
向
点

」

が
、
だ
ん
だ
ん
北
へ
移
っ
て
い

る
た
め
、
南
九
州
ヘ
ヒ
陸
す
る
み

こ

み
も
強
い
で
し
ょ
う

て

い
ま
す
。

　

ま
た
’
月
別
の
r
報
を
み
ま
す

と
、
最
大
風
速
五
十
メ
ー
ト
ル
以

ヒ
の
A
級
☆
風
が
、
七
月
に
二
、

三
回
、
八
月
に
も
二
、

し
’
九
月
に
は
い
っ
て
カ
ら
一

二
回

発
牛
す
る
5
1
込
み
で
’

し
は
「
台
風
の
年
」
と
も
い
え
ま

し
す
う
a

””〃〃入特　　　　　　　選選

ー
ズ
ン
　
公
明
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

ス

タ
ー
作
口
加
募
集

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
趣
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
た
ち
の
生
沽
を
堺
か
で
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
い
も
の
と
す
る
に
は
、
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
立

派
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
立
派
な
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　

治

の

宰
、
現
に
は
、
明
る
く
正
し
い

　
　
　
　
　
’
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
学
が
必
．
g
y
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

こ
で
、
公
朋
選
挙
の
ポ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
を
次
代
の
有
権
s
で
あ
る
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
児
債
生
徒
の
皆
さ
ん
に
か
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ら
い
、
公
明
選
挙
実
現
の
一
助

　
　
　
　
　

三
回
発

生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
・
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
応
募
規
定

　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
、
内
容
　
公
明
選
挙
を
x
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
、
資
格
　
小
中
高
秒
生

　
　
　
　
　
　
ニ
く
こ
ニ
ピ
ご
び
せ
こ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　

～　
3
、
提
出

　
　
　
　
　
　天
工
　
　
〈
ム

有

川
泰
子
（
大
中
）
｝
、
’
締
切
，
、
九
月
＋
奇

中
村
！
（
奈
捧
5
’
色
と
E
〉
’
四
色
以
内
、
形

入
船

勝
巳
（
大
中
）
f
　
　
は
畠
。

長
莱
掌
（
大
中
）
べ
三
、
賞
n
治
大
臣
並
び
に
文
部

河
野
撃
（
大
中
）
ぽ
　
苔
賞

原
・
升
・
天
中
）
て
発
表
＋
＝
中
句
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I
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f
t
l
≡
≡
二
＝
三
≡
一
≡
一
一
＝
I
H
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M
t
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＝
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一
ニ
1
1
一
I
M
M
I
M
三
m
t
M
M
I
i
い

町
選
挙
管
理
委
員

酒 　
川
　
さ
き
の
国
会
で
「
酒
に
酔
っ
て
　
の
飲
み
方
を
し
め
し
て
い
ま
す
川

㎜公芝
迷
戊
ζ
け
る
＝
為
の
防
◎
よ
っ
ば
ら
っ
て
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

る
者
の
家
に
警
眺

　
川
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が
で
き
’

ご
じ
月
∴
か
ら
実
施
さ
れ
て
　
察
官
の
立
入
り
⌒

　
l
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
ば
ら
っ
て
家
族
で
さ
え
川

酬
」
繕
難
鷲
富
鷲
鰭
励
穀
門
論

し
止
家
庭
に
悲
劇
を
も
ち
　
は
保
健
所
へ
　
⌒

痛

紡

　
　
　
　
　
　
こ
ん
だ
り
、
瞭
o
良
な
　
ア
ル
コ
ー
ル
慢
性
中
毒
呂
は
洲

　
　
　

：
∨
　
公
衆
に
迷
惑
を
か
け
讐
察
署
長
が
保
健
所
長
に
通
報
㎜

に
ら
た
・
す
る
例
が
す
く
し
医
師
の
診
察
を
う
け
る
よ
う
㎜

　
　
　ぱ
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
に
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
㎜

み

つ

こ
の
乏
酒
に
酔
ん
・
　
　
㎜

の　　
　
よ
っ
た
ピ
ロ
の
行
為
を
戒
　
◎
よ
っ
ぱ
ら
い
に
罰
川

　
　
　［
め
酔
ば
ら
・
て
迷
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
ば
ら
っ
て
人
に
迷
惑
を
㎜

　
　
　
　
　
　
を
か
け
る
u
a
な
ど
を
か
け
る
こ
と
が
ひ
ど
い
と
認
め
㎜

卿保
護
す
る
た
め
に
で
き
た
の
が
、
　
ら
れ
る
と
き
は
、
法
の
笛
四
条
㎜

翼
雛
律
の
趣
旨
を
よ
ジ
魂
‥
い
騨
蕊

㎜く
理
解
し
、
一
n
も
早
く
〃
よ
っ
　
い
に
し
か
け
た
り
、
そ
そ
の
か
㎜

川
ば

ら
い
天
国
〃
”
の
汚
名
を
な
く
し
し
た
り
、
助
け
た
者
も
潤
さ
れ
㎜

㎜
た

い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
と
く
に
警
察
官
が
と
め
て
も
聞
刷

㎜
◎

酒

の
み

に
節
度
を

　
　
か
ず
公
衆
に
ひ
ど
い
遅
惑
を
か
川

洲

法
の
二
条
に
「
す
ぺ
て
国
民
は
け
た
と
き
は
、
一
万
円
以
下
の
刷

㎜
飲

酒
を
強
要
す
る
な
ど
の
懲
習
を
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
　
　
㎜

刷
や

め
’
節
度
を
保
つ
よ
う
に
努
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
根
占
幣
察
署
）

㎜
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
ず
酒

鄭
芸
芸
…
l
i
e
t
t
l
l
l
e
一
l
e
，
l
t
e
e
e
l
e
e
M
U
I
’
一
U
I
I
I
I
L
l
t
l
l
l
l
l
t
一
l
l
t
“
一
l
“
一
t
l
e
l
一
“
M
l
一
t
“
e
H
l
l
U
I
I
I
l
t
t
t
｝
t
l
”
e
t
e
e
●
e
t
t
t
l
l
t
l
S
t
e
■
t
l
t
t
t
l
e
t
t
t
“
e
t
t
U
I
－
t
t
ε
S
b
：
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●tt
ぞ
染
病
は

　
伝

染
病
は
・
日
常
三
寸
し
た

川
注
意

で
、
そ
の
大
部
分
は
P
防

川

で
き
る
も
の
で
す
。
特
に
次
の

川
こ

と
に
協
力
し
て
t
今
年
も
み

川
ん
な
元
気
で
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

一
伝苔
言
防
す
る
：
，
］
　
9
　
Q

l
　
．
．
．
．
才

ロ

　
　
じ
ト

一一
・

訪
篇
奪
け
る
こ
と
・

川
二
、
体
の
抵
抗
り
を
槽
強
す
る
こ

　
と
゜

川
　
　
夏
は
特
に
；
労
を
さ
け
’
睡

川
　
　
眠

と
栄
☆
を
允
分
に
と
り
、

一
災
己
艮
時
川
さ
ら
さ
れ

一
な
い
・

二
一
、
乎
洗
を
励
行
す
る
こ
と
。

一
手

洗
は
石
け
ん
と
流
水
で
お

一

こ
な
い
・
§
華
拭
で
ふ

i　
v
e

　

四
、
飲
食
物
は
、
は
え
や
油
虫
⌒

一
ア

マ

メ
）
が
と
ξ
ぬ
考
注

ll二こ
し
よ
う
か
、
未
納 一

寸
の
注
意
か
■
竃
謬
賢
‥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　

予
防
す
る
七
つ
の
心
得
　
六
、
便
苫
を
衛
生
的
に
処
理
す

　
　
　
　
意

し
、
加
熱
調
刑
を
励
行
す
る
　
　
る
こ
と
。

　
　
　
　
梁
物
、
野
護
楳
洗
剤
で
七
・
驚
病
ら
し
い
患
昔
が
発
生

　
　
　
　
　
洗
い
’
食
器
、
食
器
棚
の
清
　
　
し
た
ら
・
す
ぐ
医
師
に
診
察
を

　
　
　
　

　
潔
保
持
に
つ
と
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ナ
る
こ
と
。

（写真は毎1卜1；U：fll撤lliをする人橋1引1岱民）

易
・
　
　
　
　
　
　
民
税
、
健
康
保
険
税
一
期
の
納
期
は
、
六
一

広
∴
月
三
十
日
ま
で
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は
完
納
さ
れ
た
で
一

の

二
　
　
　
　
　
　
　

者

は
早
H
に
完
納
し
て
く
だ
さ
い
o
　
1

盈
き
め
ら
れ
た
讃
ま
で
k
J
完
納
さ
れ
な
い
と
・
次
の
納
期
の
固
定
資
産
税
町
旦

町
二
種
保
険
税
二
期
と
重
な
り
納
め
る
の
に
苦
労
し
ま
す
o
税
金
だ
け
は
国
民
に
［

躁
購
罵
鴇
湾
ぽ
鴎
ぽ
滋
ぼ
霞
｝

　
　
　
　
　
　
　
　

優
良

　

さ
き
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

交
通
安
全
協
会
大
根
占
支
部
総

会

に
お
い

て
、
次
の
万
が
侵
良

運
転

千
と
し
て
支
部
長
表
ポ
を

受
け
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
方

は
交
通
事
故
は
な
く
、
日
常
の

運
転
杖
術
は
も
ち
ろ
ん
交
通
法

規
な
ど
を
よ
く
守
り
　
他
運
転

手
の
模
範
で
あ
り
ま
す
。

牧

口
さ
ん
●
表
彰
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運

　
牧
［
秋
彦

　
W
　
　
去

　
－
’
　
－
了
ー

　
永
峯
久
夫

　
宮
園
茜
雄

な
お
、

　
　
、
　
　
　
－

肺
h
ド
太
川

　

代
義
1
4
表
彰
者
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
タ
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

月
ヰ
学
作
ク

g
＝
r
1
r
r
　
．
－
t
　
セ
u
－
：

沸
一
戊
d
卓
屑
パ

黒
木
n
〈
／
s
t
：
，
・
．
士

堀
之
内
博
．
王

福
永
　
五
男

中
野
　
一
秋

永
吉
ふ
じ
子

原
口
い
く
子

半
下
．
石
キ
サ
子

押
領
司
悦
．
丁

仮
屋
　
益
雄

（
町
役
場
）

（
二．

州
バ
ス
）

（
営
林
署
）

（k
．
’
R
）

（伸
川
下
）

　
（
半
下
石
）

（神
之
浜
一
区
）

（神
之
浜
一
区
）

（神
之
浜
一
区
）

（神
川
）

（
段
中
野
）

（
宿
利
原
小
六
年
）

（麓
）

　
（
半
下
石
）

（
池
川

小
五
年
）

（
宿
利
原
中
三
年
）

転
手
と
し
て

安
楽
益
一
　
（
三
州
パ
ス
）

厚
ケ

瀬
平
　
（
汀
↑
ケ
g
）

逆
瀬
川
勇
　
（
神
∴
浜
二
区
）

馬
場
日
三
ぷ
（
大
橋
ト
）

真
茅
一
盛
　
（
池
川
川
南
）

　
（
大
根
占
町
関
係
分
の
み
）

イ
ズ

　
黒
木

　
原
n

　
黒
木

　
小
平

　
米
満

野
球

大
会
な
ど
き

ま
る
町
休
協
主
催

一
暑
中
お
見
舞

　㎜
　
昭
和
三
＋
六

一｝
　
　
　
f
ξ

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
く
プ

ロ

　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
エ

i一
　
　
議
長

：　
　
　
　
選

者

末幸利
吉子夫
灸」3当

田
中
せ
つ
S

鳥
越
庭
酵
子

永

田
み
ゆ
き

徳
水
　
律
子

顯
竃
駕

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
野
球
大
会

　
　
八
月
十
九
日
、
二
十
日

　
　
場
所
は
大
根
占
小
学
校
校
庭

　
　
お
よ
び
高
校
校
庭
。

◎
庭
球
大
会

　

　
七
月
三
十
日
（
日
曜
）

　

高
校
校
庭
に
お
い
て

　
右
は
い
つ
れ
も
午
前
九
時
開
会

申
し
あ
げ
ま
す
　
一

　
年

盛

夏
　
　
　
一

’

又
亡
　
亡
c
ド
　
　
　

幻
　
　
一
ノ
　
　
イ
ノ
I
U
　
－
＝
ハ
　
i

本
釜
　
　
　
清
　
　
一

（神
之
浜
一
区
）

（麓
）

（
鳥
井
戸
三
区
）

〔
池

川
小
六
年
）

（
宿
利
原
中
）

（
宿
利
原
中
三
年
）

（
六
反
川
）

（鳥
浜
）

（神
川
中
一
年
）

海
外
移
住
振
興
標
語

募
集

一　

標
語
の
内
容
1
1
海
外
移
住
の

　
意
義
を
盛
り
こ
ん
だ
も
の
で
’

　
国
民
一
般
の
関
心
を
か
ん
起
し

　
Y
R
3
f
－
移
住
振
興
を
ね
ら
い
と
し

　
た
も
の
。

11、
広
募
方
㏄
仏
‖
ハ
ガ
キ
ま
エ
に
は

　
ハ
ガ
キ
大
紙
に
標
語
一
題
を
住

　
所
氏
名
年
令
と
共
に
書
き
、
経

　
済
課
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
J

111’
締
切
日
‖
七
月
三
十
n

四
、
賞
金
1
1
特
等
　
一
万
円
一
人

　
一
等
　
五
千
円
二
人

　
二
等
　
二
千
円
五
人
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梅
．
雨
あ
け
と
と
も
に
、
い
ろ
い

　
　
　
ろ
の
書
虫
が
発
坐
し
ま
す
。

　

　
：
　
み
な
さ
ん
が
箏
．
m
の
壮
費
と
労

　

　
　
〃
を
と
う
じ
て
造
沐
さ
れ
た
林
木

　
　
　
　
力
五
汁
川
死
ま
た
は
ぴ
臼
，
し
く
ル
エ
．
長
を
川
は

　
　

尾
口
す
る
害
虫
は
1
日
も
口
い
く
駆
除

　

　
川
し
て
’
ス
ム
ー
ス
な
生
長
の
も
と

　
　
　
に
ぬ
の
む
ガ
へ
を
ゆ
さ
ね
ば
な
り
ま

　　一
う
せ
ん
・
そ
の
弔
眼
に
・
い

　　　
よ
て
説
川
し
ま
す
・
、
次
の

　　一

し
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　　一
ま
1
’
す
ぎ
の
は
だ
に
、
梅

　　一

り
雨
期
は
警
く
曇
け
ま

　　一
守
せ
ん
が
、
万
指
か
ら

　
　
　
ら
莫
発
生
し
て
、
町
内
で

　　　
か
も
遭
款
そ
の
被
害
を

　　一

虫
受
け
て
果
の
鍵
奪

　　一
害
・
く
皇
さ
れ
て
い
ま
す

　　　
を
防
除
と
し
て
は
七
月
ヒ
、

　　　
林
中
句
に
D
N
紛
剤
、
ネ
オ

　　一
森
サ
・
ピ
・
ン
等
の
薬
剤
を

　　　

の
撒
布
し
ま
す
。

　　　
緑
二
、
ぐ
い
呉
讐
い

　
　
川
虫
も
最
近
は
パ
ル
プ
材
に
も
な
ら

　
場
　
な
い
よ
う
な
小
さ
い
松
山
に
被
害

　
広
川
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
被
害

増
殖
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す

一
本

の
被
害
木
を
放
置
し
た
が
た

め
に

五
本
、
十
五
本
と
二
、
三
年

の
う
ち
に
な
ヒ
林
を
枯
し
、
他
人
に

も
迷
惑
し
ま
す
。
被
害
が
現
わ
れ

て

赤
く
枯
れ
る
の
は
、
七
日
か
ら

十

二
月
頃
が
最
も
多
い
で
す
か
ら

あ

な
た
の
山
に
一
本
で
も
赤
く
な

つ

て

E
れ
る
E
う
な
松
の
木
が
あ

っ

た

ら
早
速
伐
り
倒
し
て
焼
い
て

く
だ
さ
い
。
松
く
い
虫
に
は
、
マ

ツ
ノ
キ
ク
イ
ム
シ
’
キ
イ
ロ
コ
キ

ク
イ
ム
シ
そ
の
他
数
種
類
が
’
1

年
に
五
十
か
ら
六
十
倍
に
ふ
え
る

の

で
す
e
松
く
い
虫
の
外
に
松
の

葉
を
食
害
す
る
松
毛
虫
が
お
り
ま

す
が
、
そ
の
駆
除
は
八
、
九
月
頃

で

B
H
C
の
三
％
を
松
の
木
全
面

に
撒
布

し
ま
す
。
な
お
こ
の
場
合

成
虫
ヘ
チ
ョ
ゥ
チ
ョ
ゥ
）
は
遠
く
飛

ん

で

一
匹

で

五
、
六
百
個
も
産
卯

し
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
部
落

毎
の
全
面
協
同
撒
布
が
好
ま
し
い

の

で
す
。

．

ウ

，
・

2
ζ
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、
；
S
．
・
；
肩
膓
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、
．
ζ
．
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、
r
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．
ζ
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ご
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°
二
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・
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t
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、
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．
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．
ξ
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・
こ
・
±
ζ
．
ご
．
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膓
．
、
．
ζ
．
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・
．
r
．
’
°
：
°
t
．
L
i
．
－
－
竈
7
㌧
．
‘
二
．
、
，
乏
．
ご
．
r
；
・
、
”
、
．
ご
．
’
S
r
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も
8
ζ
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、
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°
t
－
°
－
－
－
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s
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ン
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．
亀
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°
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曲
辰
事
ス
ポ
ツ
ト

△
早
期
水
稲
の
刈
取
り
を

急
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

実
（
穂
）
が
熟
し
す
ぎ

る
と
胴
割
米
に
な
っ
て
品

質
が
ド
が
り
ま
す
か
ら
、

は
や
め
に
取

る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
刈
取
っ
た
稲
は
、
地
干

し
に
し
な
い
で
か
け
干
し

に

し
て
v
だ
さ
い
。
か
け

千
し
の
終
っ
た
稲
は
早
く

こ
ぎ
落
し
C
、
念
入
り
に

乾
燥
し
ま
し
ょ
う
。

　
ム

シ

ロ

千
し
は
’
　
1
俵

　

も
み
を
ム
シ
ロ
三
枚
ぐ
ら
い
に

　

け
、
朝
と
タ
方
に
干
す
の
が
効

　
　
で

す
n
日
中
の
直
射
日
光
は

　

士
あ
て
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　
　
　

早
期
米
の
口
m
質
の
良
し
悪

　
　

ま
ず
刈
取
り
の
時
期
を
あ
や

　
　

な
い
こ
と
。
つ
ぎ
に
、
乾
燥

iを
う
ま
く
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－

　
　

永
山
人
工
授
精
所
開
設

農
家
の
み
な
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
不
便
を
な

さ
っ
て
い
た
入
工
授
精
所
が
，
こ
の
ほ
ど
神
川
中

原

に

開
設
さ
れ
ま
し
た
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

電
話

　
大
根

占
局
　
一
五
五
五
番

一

△
普
通
水
稲
の
土
用
、
干
し
を
す
る

の

に

よ
い
時
期
で
す
。
四
日
か
ら

十

日
ご
ろ
ま
で
が
一
番
適
し
て
い

ま
す
。

　
温
川
や
半
湿
田
で
は
、
た
い
へ

ん
効
果
が
あ
が
り
ま
す
か
ら
、
か

な
ら
ず
時
期
を
の
が
さ
な
い
で
や

り
ま
し
ょ
う
。
干
す
期
間
は
三
～

五

日
ぐ
ら
い
が
よ
く
、
田
ん
ぼ
に

小

さ
な
ひ
び
が
は
い
る
程
度
に
千

し
ま
し
ょ
う
。

　
水
も
ち
の
悪
い
川
ん
ぽ
は
、
土

用
’
：
，
　
し
i
N
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て

悪
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
川
ん

ぽ
に

よ
っ
て
す
る
よ
う
に
し
て
v

た
さ
い
。

△
、

七

月
に
ま
い
た
み
の
わ
せ
大

根
の
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
間
引
は
一
か
所
に
三
～
四
本

ぐ
ら
い
残
す
よ
う
に
し
て
お
く
と

よ
い
で
し
よ
う
。

　
間
引
し
て
、
草
と
り
な
ど
を
す

ま
せ
た
ら
、
下
肥
か
、
硫
安
を
水

で

と
か
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
o

△
　
九

月
ご
ろ
に
出
荷
す
る
ほ
う

れ
ん

草

の
純
ま
き
に
ち
よ
う
ど
よ

い鶯
鷲
婿
‥
ピ

軽
く
ふ
み
つ
け
て
、
か
な
ら
ず
敷
　
を
み
つ
け
し
だ
い
、
は
や
め
に
と
パ

わ

ら
を
お
v
よ
う
に
し
ま
し
r
う
　
り
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

△
さ
し
木
に
し
た
茶
の
苗
が
そ
ろ
　
　
夏
の
害
虫
の
活
動
時
期
で
も
あ
川

そ
ろ

根
を
伸
ば
し
は
じ
め
て
い
ま
　
り
ま
す
か
ら
、
た
え
ず
み
ま
わ
っ
パ

す
。
水
二
十
リ
ッ
ト
ル
に
尿
素
を
　
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
　
　
己

百

グ
ラ
ム
の
割
合
で
と
か
し
、
こ
　
△
　
馬
と
豚
は
日
射
病
に
と
く
に
口

れ
を
十

日
お
き
ぐ
ら
い
に
氾
肥
す
　
弱
い
動
物
で
す
。
畜
舎
は
日
お
い
“

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
を
し
て
風
通
し
よ
く
し
て
や
り
ま
叫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ

ム

み
か

ん

の
書

虫
駆
除
は
、
虫
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
・

矛
二
次
拓
殖
講
習
生
募
集
中

　
鹿

児
島
県
拓
殖
講
習
所
で
は
次

に
よ
り
、
．
優
万
な
L
1
1
年
を
ぷ
習
、
所

に
入
、
所
さ
せ
、
現
地
移
住
に
対
し

て

万
全

を

期
す
る
意
吐
か
ら
、
第

二
次
本
14

生
を

募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
希
望
レ
日
は
＋
急
町
役
場
経

済
課
ま
で
川
込
み
く
だ
さ
い
。

な

お
南
米

移
住
者
は
随
時
募
集
い

た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
何
時
で
も
巾
込
み
く
だ
さ
い
。

　
、

募
集
人
員
　
二
十
名

二
、
慕
集
資
格

　

イ
満
十
八
r
か
ら
満
二
十
五
才

未
満
で
群
業
に
経
験
あ
る
男
．
田
。

　
ロ

体
格
、
体
重
五
L
t
㎏
身
．
長
百

五
十
五

㎝
、

胸
川
七
十
七
、
五
㎝

以

上
三
、
講
習
期
間
一
年
と
す
る
川
し

六
ゲ
月
閲
に
短
．
縮
す
る
。

四
、
講
習
内
容
、
国
際
倫
理
、
人

　
　
文
他
理
、
外
国
語
、
そ
の
他

　

　
一
般
農
業
、
農
業
機
械
測
畦

　
　
農
業
土
木
、
農
業
に
作
、

五
、
経
費
、
食
費
、
本
代
を
含
み

　
　
月
千
五
百
円
程
度
。

　
◎
　
中
波
放
送
実
放

　
　
　
　
お

知

ら
せ

　

日
本
海
外
協
会
連
合
会
主
催
に

よ
り
’
中
波
放
送
を
お
こ
な
っ
て

い

ま
す
の
で
聴
取
さ
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、

放
送

1
6
、
南
U
本
、
1
1
耀
日

　
午
前
五
時
三
十
五
分
か
ら
五
時

　
四

十
五
分
ま
で
。

二
、
放
送
時
間
と
回
数
六
月
四
日

か
ら
八
月
二
十
七
日
ま
で
二
．
ケ
月

三
、
番
組
名
「
南
米
を
招
く
」

～ 4～


